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２．平成１9 年度の研究の特筆すべき成果 
  平成１9 年度の特筆すべき成果としては、（１）新潟中越地震（2004 年 10 月）、（２）インドネシア ス
マトラ地震（2004 年 12 月）、（３）新潟中越沖地震（2007 年 7 月 16 日）という大地震を対象として事例
解析にて有意な前兆現象を発見したことと国内での多年にわたるＶＬＦ/ＬＦ伝搬データを用いた地震と
電離層擾乱との因果関係に関する統計解析を挙げることが出来る。先ず、（１）新潟地震に対しては前兆電
磁気現象としてＵＬＦ放射、電離層擾乱、大気圏擾乱が明瞭に検出された。ＵＬＦ放射は中津川観測点か
らの方位測定が震央方向と一致し、電離層擾乱は国内 VLF ネットワークによる多経路に対するターミネー
タ・タイムの変動より電離層擾乱の空間スケールとダイナミクスを明らかにした。この擾乱は衛星観測に
よっても確認した。大気圏擾乱はＶＨＦ（77ＭＨｚ）自然放射が調布にて観測され、その方位測定は震央
を向いていた。次に、（２）インドネシア・スマトラ地震に対しては、同じく中津川観測点でのＵＬＦ観測
にてｆ≤0.1Ｈｚ放射が前兆的に出現し、その到来方向がスマトラ地震方向を向いている。又、日本国内Ｖ
ＬＦ観測から、オーストラリアＮＷＣ局から日本への伝搬パスにて 12 月 8 日と 12 月 21 日－27 日に電離
層が擾乱していることを発見した。更なる発見として、夜間ゆらぎは波動的構造をもち、これが大気重力
波の影響であることを初めて明らかにした。（３）中越沖地震に対しても我々の VLF/LF ネットワーク観測
により明瞭な前兆電離層擾乱を見出している。次に、1999 年から 2005 年までの 6 年間のデータを用いて、
ＪＪＹ局（40ｋＨｚ、福島）－高知パスでの地震と電離層擾乱との因果関係を調査した。その結果、大き
な地震（マグニチュード 6 以上）に対しては電離層擾乱と統計的に有意に関係していることを発見した。 
  本年度の締めくくりとしてモルチャノフ、早川共著の成本「Seismo Electromagnetics and Related 
Phenomena: History and Latest Results」がテラ出版より発刊された。本書は早川が担当した旧 NASDA
の地震リモートセンシングフロンティア計画の輝かしい成果を中心にまとめられたもので、地震電磁気分
野のリファレンス本として注目されることは疑いない。 
 
３．平成１８年度の研究成果の公表実績 
（１）主催研究会 
 ａ）電磁環境シンポジウム 
  （2007 年 11 月 16 日 電通大） 
   地震電磁気も含め、より広く地球周辺の電磁環境に関する最新の成果を議論するシンポジウムを開
催した。ロシア応用物理研の E. Mareev 教授をはじめ、国内の多くの研究機関（京大、東大、防衛庁他）
からの招待講演で構成された。 
ｂ）地震電磁気セミナー 

   本セミナーは早川が千葉大の客員教授を務めた平成 15 年よりスタートしたものである。国内の地震
電磁気研究者の定期的会合で、毎回全国から約 40 人前後が参加し議論を行っている。   
第 35 回 2007 年 4 月 15 日 （千葉大） 
第 36 回 2007 年 6 月 19 日 （東京学芸大） 
第 37 回 2007 年 9 月 6-8 日 （東海大） 
第 38 回 2007 年 11 月 1 日 （東海大） 
第 39 回 2007 年 11 月 30 日 （東京学芸大） 
第 40 回 2007 年 12 月 27 日 （千葉大） 
第 41 回 2008 年 1 月 26 日 （東京学芸大） 
第 42 回 2008 年 2 月 29 日 （電通大） 
第 43 回 2008 年 3 月 3 日 （千葉大） 
第 44 回 2008 年 3 月 11 日 （電波健保会館） 

ｃ）特別セミナー 
  下記のステーション主催の特別セミナーを開催した。地震電磁気分野のみならず、地球環境などの分
野も含め、世界最先端の講演会を行った。 
  2007 年 5 月 10 日 Prof. A. P. Nickolaenko（ウクライナ） 
  2007 年 5 月 18 日 Prof. O. A. Molchanov（ロシア） 



  2007 年 9 月 4、13、18 日 Prof. N. Korovkin（ロシア） 
2007 年 9 月 13 日 Prof. N. Blaunstein（イスラエル） 
2007 年 10 月 26 日 Prof. E. Mareev（ロシア） 
2007 年 10 月 30 日 Dr. Y. Hobara（英国） 

（２）研究成果の発信状況 
   前述した様に、国際会議、国内の定期的セミナーを通して、国内外において研究活動の活性化に努
めている。更に、早川は各種の国内外学会、セミナー等の特別講師、招待講師として、この学問の啓蒙に
も努めている。 
 
４．外部資金の獲得状況 
  ・科研費（基盤（Ｂ）、海外学術調査） 平成 15，16，17 年度 

・情報通信研究機構（NiCT）国際共同研究  平成 17，18，19 年度 
 

５．今後の研究発展 （外部への発信、外部資金獲得計画を含む） 
  電通大及び電通大地震電磁気研究ステーションが地震電磁気研究の国際的センターであることを是非
とも持続したいと考えている。 
  外部資金の獲得計画に関しては、他にも（１）科学振興調整費、（２）ＪＳＴの大学発ベンチャー事業
等に申請している。 
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